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ギュンター・ゲルワヒ『やっかいな恋』
における若い世代とその葛藤
竹 添 敦 子
ギュンター．ゲルリヒ(GiinterG6rlichl928-)は，現在までに14の
散文作品'を発表しているDDRの中堅作家である．ゲルリヒはDDR国
内では青少年向き作家と評されているようだが2，それは彼の処女作『黒ん
ぼペーター』(D"SMzoαγze"""1958)の評価が，依然として彼をそう
規定しているためと考えられる． もっとも，ゲルリヒが「若い世代の問題
と葛藤」を扱っている作家であることは事実で，彼は若い主人公に自己の
体験を投影することによって, DDRが内包する問題を描き続けていると
言えるだろう．本稿ではゲルリヒの第4作『やっかいな恋』 （肋6〃"g"09
Z,勅gl965%を取り上げ，彼の文学の特徴である「若い世代の問題と葛藤」
が， この作品ではどう表われ，どう解決されてゆくかたどってみたい．
『やっかいな恋』はそれまでの3作と大きくテーマが異なっている．第
1作『黒んぼペーター』，第2作『野心家』(D/e助増g虎軽〃1959),第3
作『愛と死』(D"sZ,"6s"""d"s&Sｿ"6e"1963)では，主人公が西側の
策動と挑発に揺れ動きながらも， これと決別してゆく過程が描かれるな
ど,反ファシズムが主要テーマである．一方『やっかいな恋』では，50年
代の文学の主要テーマであった「反ファシズム」は背景に退いており， 60
年代以降の主要テーマとなる「社会主義建設」の過程で生じる問題が，前
面に出ているのである． したがって， この作品は「若い世代の問題と葛
藤」を扱いながらも，その問題と葛藤の内容は大きく変化している．
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『やっかいな恋』は10章から成る物語(Erzahlung)で，主人公イング
リットの恋愛とその挫折が描かれる． しかし同時に， イングリットのかつ
ての恋人であるトーマスの物語も進行しており，各章交互に二つのストー
リーが語られてゆく．物語は次のような文で始まる．
幾日もギラギラした太陽が照りつけていた． しかし午後から雨になっ
た．雨は，かつてこの町のシンボルだった教会の，黄ばんだ廃嘘を濡ら
し，石畳を洗い流し，公園の草むらに吸い込まれていった．雨はまた，
古いやかたの青錆ののった銅板の屋根をたたいていた．
トーマス・ヴェルムが声をあげた． 「もう1杯!｣(S.5)
この書き出しは， トーマスに思い掛けず起こった事態と彼の心理を暗示
している点で重要である． 「この町」というのはイングリットの住んでい
る町であり，黄ばんだ教会の廃嘘がこの町を象徴しているが， トーマスに
とってはこの黄色が現実の世界から思い出の世界への橋渡しになってい
る．嫉妬の色である黄色がこの物語では頻繁に用いられ，特に第1章の導
入部では重要な役割を果たしている． トーマスが飲んだくれている酒場に
現われた女の子のブラウスの黄色が， イングリットのビキニの黄色に結び
つき，そこから思い出のシーンが始まって，黄色のビキニをつけたイング
リットが我々の前に登場する． トーマスに起こった事態は，酒場で酒をあ
おっている彼を観察する語り手の立場から次のように述べられていて， こ
れで我々がすべてを理解できるようになっている．そしてこの部分は， こ
の物語が始まるまでのいきさつの要約にもなっているのである．
……二人はかれこれ3年の間一緒だった．愛し合い，ベッドを共にしたと
いうことだ．それはすばらしかったし，楽しいことだった．だが今では
何もかも終わってしまった． しかし今の若者にも原則はある．女の方が
もう望まなくなり，恐らくは別の男が現われて，今ではその男と一緒の
ほうを好むようになったからには，まさに終わってしまったのだ． これ
が冷静に見た実情だ. (S.6)
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このようにトーマスとイングリットの関係が破れ，それぞれが別の道を
歩まざるを得なくなったところから『やっかいな恋』は始まる．物語の舞
台は1962年の聖霊降臨祭からほぼ半年間であり，そこに数日前，数年前，
さらには10年ほども昔の思い出まで，過去の部分が次次と挿入され，スト
ーリーに膨らみが与えられる．
教育大の学生イングリットと国民軍の兵士だったトーマスは， 3年間付
き合ってきた． しかしイングリットは代替教員として派遣された学校で，
若い校長ホランダーと知り合い， トーマスに一方的な別れの手紙を書いて
しまう．ホランダーは党の中央委員の息子でフンポルト大学の助手をして
いたこともあり， この学校には招かれて赴任してきていた．大都市郊外に
あるこの学校は，国民軍の連隊に隣接しており，連隊の司令官の妻で，校
長代理をしていたこともあるミッケ夫人が，父母会や校内党機関で権限を
振るっていた.ホランダーは良くも悪しくもミッケ夫人の援助を受け，学
校を模範校にしてきたが，内心夫人の言動を疑問視してもいた．夫人は自
分と意見の合わなかった教師を反動と決めつけ，警察に渡してしまうな
ど，過去に行き過ぎた行為があったが，ホランダーはそれを押えきれない
ままであった． イングリットはミッケ夫人の息子に対する特別扱いを嫌
い，夫人と対立するが，ホランダーからそうした過去のいきさつを聞かさ
れたことで彼に興味を持ち，やがて引かれてゆく．大学を卒業するとイン
グリットは彼と共に黒海旅行に出かけ， この旅行中に二人の間には少しず
つ食い違いが生じる． しかし帰国後は同じ家で暮らし，ホランダーの学校
に就職する．教師として返り咲いていたミッケ夫人はイングリットが気に
入らず，二人の対立はホランダーを悩ませる． ミッケ司令官の運転手にな
っていたトーマスとイングリットはある日偶然再会する． この再会は二人
の心に動揺を与え， トーマスはイングリットの学校を訪ねるが，会えない
ままに彼女が校長との関係で噂の的になっていることを知る．ホランダー
はイングリットにドレスデンの大学から講師として招かれていると言い，
L
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彼女にも一緒に行くよう誘うが，彼女は妊娠のことは告げぬまま，逆にホ
ランダーとの別れを決心する．そんな折，一人の教師をめぐってイングリ
ットとミッケ夫人の対立は決定的となり，多くの教師が初めてミッケ夫人
への反感をあからさまにする．その場に臨んでもホランダーはあいまいな
態度に終始し，そんな彼にイングリットはもう何の感情も抱けなくなって
しまう．ホランダーは援助を申し出るが， イングリットはそれを拒み， こ
の学校に残ることを表明する．一方のトーマスはタンクローリーの火災を
防ごうとして左手を失い，将来に希望を持てなくなるが，かつての作業班
の班長グラムポーらの励ましにより，大学に進学する決心をすることが暗
示される．そして物語は，見舞いに訪れたイングリットをトーマスが見送
るところで終わる．
「僕たちのことについて話すなんて，今でもまだ意味があるのかい.」
けれどもトーマスは窓際を離れると，またベッドに腰を下ろし，手を
切断したところを隠そうと工夫した．
「意味があるか，ないか，私にだってわからない．でも来てしまった…
…」
●●●●
二人は黙った．
「なんて日の暮れるのが早いのかしら.」
「コーヒーだって作ってもらえるんだ．本物だったら，好きだったよ
ね.」
「ええ，今だって飲んでるわ.」
しばらくしてから， トーマスは言った．
「よければ， ラジオをつけようか.」
彼女にラジオを見せると，彼はいろんな放送局に回した．
「まだあそこの学校にいるの.」
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「ええ，まだあそこよ・」
二人はコーヒーを飲み，黙ったまま見つめ合ったが，またケーキ皿に
目を落とした． ラジオからダンス音楽が流れていた．
「それにしても，いい音ね.」
「そうとも．聞きたけりや，パリ放送だって聞けるんだ.」
彼女が帰るとき， トーマスは門のところまで送って行った．外は冷た
く，つらかった．彼はイングリットが明かりのともっているバスに乗り
込んで，それから窓ガラスの近くに顔を寄せるのを見た．彼女が手を振
った．彼はバスがもう見えなくなるまで，ずっと立ちつくしていた．
(S.168)
終末のこの二人の会話は物語の終わりにふさわしく，二人の関係が潮の
ひくように終わってゆく表現になっている．会話はしばしばとぎれ，次第
に二人のことでは話が続けられなくなってゆく． 「外は冷たく， つらかっ
た」という表現には，二人の複雑な心情が込められていると考えてよいだ
ろう．
以上のように見てくると， この物語はイングリットとの関係が急に崩れ
て悩むトーマスで始まり，それを克服するトーマスで終わっていて， イン
グリットとホランダーの関係はほぼこの間の出来事として構造上包み込ま
れた形になっている． しかもイングリットのストーリー， トーマスのスト
ーリーは重なり合うことなしに進行しており，二人が物語における現実の
平野で接触を持つのは， ミッケの家の前での出会いと終末の病院の場面だ
けである．つまり二人の出会いは彼らのやり方でのけじめであり，別の人
生を歩むためのセレモニーに過ぎない．それゆえ『やっかいな恋』には二
つのストーリーがあり， しかもそれぞれが恋の挫折とその克服を扱ってい
ることになる．
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ホルスト ・プリューファー(HorstPriifer)の『ギュンター・ゲルリヒ
論』の中に， この作品が既に見本刷の際に論争を引き起こしたこと，発表
後数年で高い発行部数を達成したこと， しかし現在では意義を失ったこ
と，が書かれている4． プリューファーのこの指摘は『やっかいな恋』の
積極面とその限界を暗示したものと思われる．つまり， この物語がこれま
での文学作品になかった「新しい何か」を描き得ていたこと，それが当時
の読者にとっては驚きであると同時に,共感を持ち得るものであったこと，
そして既に現在ではこの作品のテーマが社会的に克服されてしまったこ
と，を言い表わしていると思われるからである． しかし現在でも『やっか
いな恋』が版を重ねているという事実は，今なおこの作品が多数の読者を
持ち続けているということ，作品に描かれている問題全てが発展的に克服
されたのではなく，幾つかの問題では依然として現代性を失っていないこ
と，更には普遍化し得る何かを含んでいることを示していると言えよう.
プリューファーはまた『やっかいな恋』を「60年代初頭からDDRの散
文学において観察され得る『主観的要因の増加と道徳的な問題の形象上の
強化』｣5を示す作品として，クリスタ・ヴォルフ(ChristaWolf)の『引
き裂かれた空』(D"ge""eH〃冗加e/1962)と共に挙げ，「これらの作品
は社会的な制約の中での男女関係をとらえ，道徳的，世界観的にはっきり
せずにはおれない， 自立した行動をする若い女性を紹介している.｣6と述
べる． このように『やっかいな恋』が60年代という時代を背負ったもので
あること，またイングリットがゲルリヒの作品には数少ない女性の主人公
であることも注目に値する． しかし『引き裂かれた空』が「壁」を主要な
テーマとして，主人公リーダの社会主義選択の道を描いた「高度に政治的
な芸術作品｣7であるのに対し，「壁」や東西ベルリン問題，社会主義選択
のテーマは， この作品にあってはエピソードとして散りぱめられているに
すぎず，ストーリーの展開に係わることはほとんどない． つまり， 『やっ
かいな恋』の描こうとしている世界は政治的な60年代ではなく，社会現象
－36－
’
としての60年代，「壁」以後のDDR社会の試行錯誤にあると考えられ
る．ゲルリヒはそれを登場人物，特に若い世代に属する人物像を通して試
みているのである．
この物語にはイングリット， トーマス，黒海への旅行団の一員ハリーに
代表されるような,20歳を過ぎたばかりの若者と，ミッケ夫人，ホランダ
ー，グラムポーに代表される,それからおよそ10歳年長の二つの世代が用
意されている． この世代間に生じるさまざまな葛藤と交流が物語の中心部
で，恋愛における男女間の葛藤もモラル面での葛藤も， この世代関係を経
て一層激しいものに転じるという特徴を持っている．
プリューファーも指摘するように， 『やっかいな恋』では主人公イング
リットの歴史的横顔は書かれておらず， 生いたちは一切不明である8．彼
女は愛のなくなった夫婦関係を子供のためにだけ維持している両親を持つ
娘， ということしか分かっていない．教育大では優秀な学生であり,FDJ
(FreieDeutscheJugend)をはじめとする幾つかの組織に名を連ね，役
員をしていることが書かれているものの，その組織活動を描いた部分は一
切なく，彼女の言動からもそれらの組織活動を感じさせる部分は全く見ら
れない．彼女に社会性が皆無というわけではない． ミッケ少年のクラスに
書かせた「ストーブに練炭をくくるとき，私が思い浮かべること」という
作文には，炭鉱労働者の厳しい作業を考えさせたいという彼女なりの意図
がある． しかし， この作品の中でのイングリットは，やはり階級的にも社
会的にも目覚めた存在として扱われていないことは確かである．彼女はホ
ランダーが指摘するように， どこまでも「真正直な」 (S.133)行動をす
る女性であるに過ぎない．
物語の初めで彼女は大学生の集団の一員として登場する．パーティーの
席から抜け出したり， トーマスとバイクに乗って去ったりする彼女の思い
のままの行動は，決して集団から浮き上がったものでなく，同級生たちに
素直に容認される． これはイングリットが，彼女の背後に隠れている，名
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前も人数も性別すら判然としない，ほとんど具体的な顔や姿を持たない大
学生という集団の代表として存在しているためである． この物語では，大
学生たちは学問については熱心に討論するが，政治性や社会性を持ち合わ
せてはいないかのようである． トーマスが言うように， 「教科書の中の一
つの文で， 3時間はしゃべれる才能のある」(S.10)者たちだが，ことさ
ら政治的社会的討論をしようとはしない． こうした大学生集団の代表とし
てのイングリットと，軍隊や3交替の機械工場など規則のある共同生活に
親しんできたトーマスの間に葛藤が生じるのは当然である． トーマスは
「学友たち」 (Kommilitonen)ということばに「自分たちが特別な種類の
人間であるかのような響き」(S､11)を感じ，容易になじむことができな
い．仲間と共にいるイングリットを「よそよそしく，遠いひと」 (S.11)
に思う彼と，討論のために口もきけないほど疲れてしまったイングリット
は， もはやカウチ(Couch)を共有できないのである．このようにイング
リットとトーマスの間には既に壊れる素地ができていて，その上にホラン
ダーという直接的要因が登場したといえる．
そうした条件のもと，ホランダーは身なりが良く，都会的センスを持っ
た教養ある男としてイングリットの前に登場し，彼女の興味を引く．彼女
はホランダーがまだ学生である自分の意見を黙って聞いてくれたこと， 自
分に過去のことやら心のうちを明かしてくれたことで，彼を身近な存在と
感じるが，同年配のトーマスにはない落ち着きと知性が，ホランダーヘの
傾斜の主因であることは容易に想像できる． イングリットは物語の中で
は， 自分の興味を引くものに積極的に近づいていく．例えばトーマスとの
出会いはキャンプ地でのバレーボールであったが， この競技の中でトーマ
スがとりわけ優れた動きを見せたことから， イングリットは彼に興味を覚
えるのである．そして最初から彼女はトーマスの前で「試すような」(S.
12)｢挑みかかるような」(S.13)態度をとり，一言一言に毒づいて，トー
マスの心をとらえていく． またハリーに対しては，彼がFDJの旅行団の
－38－
中でもひときわ情報通であったために，ギターの弾き手にはその技量ゆえ
に近づいてゆく．彼女のこの積極的な人との係わり方は，ほとんど衝動的
と言えるほどで，そのときどきの個人的な興味を満たすことに向けられ，
深い動機や考えに支えられたものではない．
イングリットと同様に， トーマスも若い世代の特徴を備えている． トー
マスは国民軍に志願して入隊したが,機械工場の作業班にも未練を残して
おり，まだ不安定に生きている若者と考えられる．彼の悩みは徹頭徹尾恋
愛にあり，彼がこの悩みから解放されるには，物語の終章を待たねばなら
ない． したがって，国境でアメリカ軍との間に起こった緊張の一瞬も，作
業班での労働も，物語ではイングリットヘの思い以上のものにはなり得な
い．彼の政治性は党員であることによって示されているが，その党の会議
においても彼は「仏さんみたいに黙っている」(S.78)だけだし，軍歌を
うなっていた教官を殴ろうとして果たせない．ただ， トーマスが上の世代
と交わるとき，そこに人間的交流が果たされていることは重要である．若
者がベテランの指導により更生したり，成長したりするという，ゲルリヒ
の作品に特徴的なテーマは， 『やっかいな恋』ではトーマスとグラムポー
の関係において表現されている． トーマスの所属する作業班の班長グラム
ポーは， この作品の中では特に好人物に描かれているが，党と作業班の間
に摩擦が生じたときには，ベルリン暴動の際の経験を話してきかせ，作業
班長としてのみならず，党員としてもトーマスに示唆を与え，道を示す．
また物語終末でトーマスが左手を失い，今後の道を見出せないでいたとき
には，分厚いファイルを持って病院を訪れ，大学進学を勧める．またミッ
ケ中佐は，子供ができて結婚し，彼のソビエト投降によって去って行った
最初の妻のことを話したり，病院に真先に訪ねてきたりと，人間味あふれ
る人物として描かれている． このようにトーマスの側では，世代間の交流
は比較的スムーズに行われている．
『やっかいな恋』の構造上の特徴からも明らかなことであるが， この物
I
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語ではトーマスのストーリーは比較的穏やかに進行し，他方イングリット
のストーリーは激しい葛藤を生じつつ進む． イングリットは物語が展開を
始めると同時に，葛藤に足を踏み入れている．彼女の葛藤はホランダー，
ミッケ夫人との関係において表現されるが，それは世代間の葛藤，男女間
の葛藤，そしてモラル上の葛藤が絡み合うため，極めて激しく，深刻なも
のとなる．
世代相互の関係は，周囲の環境に変化がなければ，そのままの形で継承
されてゆく． この物語では，ホランダーがイングリットに託したフライパ
ン，ホランダー家の家風を象徴している重いフライパンや料理集が，何の
変化もなく世代から世代へと受け継がれてゆくものとして表わされている
のである． ところが， ものの考え方や価値判断が絶えず揺れ動き，変動し
ている現代では， 10歳の年齢差は想像以上の隔たりを生じさせる．したが
って，上の世代にとって価値のあるものでも，下の世代にはそのまま価値
を持続させることができず，情況が変われば価値そのものすら疑わしくな
る． この物語には権威と思われていたものが，次の世代では色を失ってゆ
く様子が，様様なエピソードとなって散りぱめられている.
学生時代のイングリットの下宿はプロイセンの遺跡のそばにある． イン
グリットを送ってきたホランダーは「あなたは，プロイセンの過去の栄光
のそばに住んでいるのですね」 (S.51)とロにするが，イングリ ットは
「あんなもの， さっさと消えてしまえばいいんです」 (S.51)と言い放
つ．また黒海旅行の際，彼はオデッサの階段を前にして『戦艦ポチョムキ
ン」の感動を語るが， イングリットはそんな映画を見たこともないと言う
だけである． このように彼女はホランダーと感動を共有できないだけでな
く，誰もが理解していて当然だとホランダーが思っていたものまで否定す
る．それらが社会主義革命に係わることであれ，彼女にとってそれはもう
学校で教えてもらった歴史に過ぎない． このように社会主義を当然のもの
として育ってきたイングリットの世代的特徴は，彼女がスターリンの死を
I
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回想するところに最もよく表わされている．
……あれは学校のない日だった．一人の偉い人が死んだ．偉大な人たち
だって，子供の世界では，ほんの取るに足らない役回りでしかないもの
だ．学校のないことの方が重要だった．それじゃ， 自分がもう子供から
抜けでたときはどうだったのか．そのときは学校が必要な説明をしてく
れたし， それに満足してもいた． では，学生時代はどうか、昔のいろ
いろなことについて聞かされたが，良く分からなかった．だが，あのこ
とについては実に様様な意見を耳にした． ところが両親からは，何ひ
とつ聞かされなかった．－事件はもう，歴史として評価されていた．
(S.103)
この回想はイングリットの個人的特徴というより，若い世代に共通なも
のと考えられる・ハリーも｢スターリンのおっちゃん｣(VaterchenStalin)
(S.100)と口にし，ホランダーをいらだたせるが，彼はふざけているの
でも悪気があるのでもない．ハリーにとってスターリンは過去の人であ
り，歴史上の人物でしかない．彼が何の意識もこだわりもなく 「スターリ
ンのおっちゃん」と口にできることが重要なのである． こうしたハリーの
言動やイングリットの奔放さを，作者は明らかに若い世代に共通するもの
と見なしている．ホランダーはイングリットを「屈託のない世代」 (eine
unbelasteteGeneration)(S.54)と評するが，まさしくその「屈託のな
さ」という表現が若い世代を言い得ている．そしてホランダーは「屈託の
なさ」を意識的には認めているものの，実際は理解できず，不満を感じる
のである．スターリンが死んだとき大学生であったホランダーは， 「スタ
ーリンは僕たちの世界そのものだった」 (S.102)と思い，入党する．彼
はスターリンという権威の前では， 「宗教的な奇跡の信奉者」 (S.102)で
あったと自戒する．それは次のような表現で一層明確となる．
……僕は彫像の前を通過するとき，何かが起こる，何か特別なことが起
こるに違いない， という感情を抱いていた．何か偉大なことが，何か革
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命の将来にかかわることで，僕の疑問に答えてくれることが起きると．
無論何も起こらなかった．あのときの気持は今では苦痛にさえ思われ
る. (S.102)
そして彼がスターリンの権威から容易に抜け出すことができなかったこ
とは， 「僕がこの問題を解決するには，第22回党大会まで待たなきゃなら
なかった」 (S.103)という告白で示されている．この部分が『やっかい
な恋』の中で，世代差の最も際立つ個所である． このようにこの作品にお
いて世代間の葛藤の中に，スターリン主義の克服という課題が見て取れる
のは重要である．そしてスターリン主義の名残として学校という舞台が提
供され，ホランダーとミッケ夫人が配されているのである．
この作品ではミッケ夫人がドグマ的に君臨するこの学校そのものが，ま
さに権威を象徴している．学校は国境近くに駐屯する連隊に隣接してお
り，生徒のほとんどが将校の子弟であるという，極めて特殊な状況に設
定されている．校長のホランダーでさえ連隊のことを「我々の親会社」
(unserPatenbetrieb)(S.36)と自瑚して口にするように，学校は連隊
丸抱えになっている．セントラル・ヒーティングが完備され，バラの生け
垣に囲まれた将校の家．連隊を指揮する司令官の妻が学校を牛耳り，その
息子がクラスを牛耳るといった特殊な図式．学校は教育効果を計算して作
られ，建物もモダンで模範校として有名なのである．建物・設備は近代的
であるのに，体質は極めて古いこの学校の特殊性は，連隊に隣接している
という地域性にあるだけでなく，校長ホランダーの事なかれ主義や栄達
心， ミッケ夫人のドグマ的君臨に起因している． ミッケ夫人はホランダー
が党の中央委員の息子であるゆえに彼を招き，ホランダーは研究者として
の箔を付けるためにだけ，校長として赴任する．緊急事態の折，学校と自
宅の間に電話回線を引かせたことでも明らかなように， ミッケ夫人は学校
を完全に私物化している．息子は全教科優で，特別扱いであることを教師
たちは許してきたのである．ゲルリヒはこのような構造をどこかで断ち切
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らなければならない，克服しなければならないものとして提供し，それを
やり切れる若い世代の台頭に期待を寄せているのである．
イングリットは感覚的にものごとの是非を嗅ぎわけていく．特別扱いを
嫌い，特権を拒む彼女の様子は，黒海旅行で船内に個室をもらうことへの
反発，ホランダーと共に貴賓席にすわることへの反発で表わされている‘
対照的にホランダーはそうした特権的なものを甘受しており，父親の別荘
を独占して使用することにも何ら抵抗を感じていない． したがって，学校
の中のミッケ少年への特別扱いについても，行動を起こす気配は見られな
いのである．つまり， イングリットが実習生としてやって来ない限り，ホ
ランダーではこの学校の体質を変えることはできないと言える．ホランダ
ーはプロイセン的なものが象徴する権威，特にその伝統を色濃く受け継い
でいる軍隊に対して， 「身の置きどころのないような感情」 (S.46)にと
らわれている．そこで連隊丸抱えのこの学校に君臨するミッケ夫人に，一
歩も二歩も譲ってしまうのである．ホランダーが彼女に譲歩してしまうの
は，権威への畏怖があるからであり，夫人がこれほどまでに君臨していら
れるのは，軍という権威と結び付いているからと言える． イングリットが
踏み込んだのはまさにこうした構造の真っただ中で，権威を気にも留めな
い存在でなければ， この構造は打破し得ないのである．
最初実習生であったイングリットは， ミッケ夫人との衝突の後で， 「こ
こはいずれにしても何一つ変わりはしない． 自分のような女子学生ごとき
力：何をやってみたところで，風車の羽根に向かって突進するようなもの
だ」 (S.41)と考える．ところが正式の教員として赴任した物語の後半部
分では, イングリットは夫人にことごとく反論し，不満を抱いていた他の
教師たちにも評価される．国語教師のハウスマンが， 「今年の初めから事
態は変わっていますよ．そうですとも，先生だってこのことに係わってら
っしやるんですよ.あのときの先生は実習生という利点もありましたが，
新米であるという不利な点もありました．……それが目下のところ新しい
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局面を迎えているのです.｣(S.158)と語るところで，それは表わされて
いる． このハウスマンの授業内容をめぐるミッケ夫人と教師たちの対立
は，背景にしかいなかった人物が， この物語で初めて意志表明する形にな
っており，言わばイングリットの巻き起こした波乱が次々と他の教師たち
に波及する個所である． 「ハウスマンのような人物が並み外れて行動する
ときは，大したものだよ.｣(S.152)と分析したはずのホランダーが，こ
の教師たちのやりとりに困惑し，何の措置もとれずにﾛ申吟する様子は，彼
の言行不一致を見事に表現している．そこでイングリットは， 「随分情け
ない態度をとったものね.｣(S､159)と詰め寄り，怒りがこみ上げてくる
のを感じる． 「いつだってあなたは， この学校に理性的な空気を取り戻す
ことを握りつぶしてきたわ．あなたは尻込みしたのよ，夫人がこんなにも
長くここで君臨していられたのも，あなたの責任よ.｣(S.160)という彼
女の言葉には，感覚だけでこの学校の特権的なものに反発していたイング
リットが， ここに至って見事にその元凶を見抜いていることに気付かされ
る．それに答えてホランダーが， 「君には僕を救ってくれるつもりはない
んだ．僕を分かってくれようともしない．……あからさまに言わせてもら
えば，僕はもうここの学校には関心がないんだ．つまらない．やっかいな
ことさ.｣(S.160)と逃げ口上を言い，「ミッケにしても……彼女の方だ
って，彼女流に少なくとも誠実であると思っている．彼女を頭ごなしにす
るなんてことは，僕には簡単にできないね.｣(S.160)と上の世代の擁護
をし，評価を迫る． このホランダーの言葉には，激動の時代を生き，社
会主義建設に貢献してきたと自負する上の世代のものが，そうした実績に
理解を示さず，思うままに振る舞い，遠慮することなく反論してくる若い
世代のものに押しやられ，突き上げられ，最後の抵抗をしている様子が感
じられる．それに対するイングリットの言葉,「でも仕方のないことだわ.」
(S●160)に，この世代間の葛藤の全てが集約されていると言ってもいい
だろう．
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「やっかいな恋』ではイングリットとトーマス，イングリットとホラン
ダーという二つの恋愛が語られるが，ここでも従来の男女関係の枠外にい
るイングリットの存在に注意する必要がある．イングリットは物語の冒頭
から「試すような」「挑みかかるような」姿で登場し， トーマスもホラン
ダーもそうした彼女の異質な魅力にとらえられてしまう．この物語ではト
ーマスは進歩的思想を持った若者の代表として，またホランダーは進歩的
知識人の典型として扱われているが，この二人が共に男女の関係の中では
保守性を脱却し得ていないことは明らかである．トーマスは恋の始まりに
彼女を母親に紹介することを想像し， ホランダーは結婚を口にする． 「普
通の生活」とトーマスが言ったとき，ィングリットは「どんなのが普通の
生活？」（S.118)と反問する．「だから普通の生活さ．」（S.118)としか
答えないトーマスは，無意識に旧来の男女関係を是認していることが示さ
れている．
一方のイングリットは初めから結婚や家庭というものを疑った存在であ
り，精神上も肉体上も結び付いた男女関係の中で，なお自己を優先し，束
縛を嫌悪する．ところが男性の側はそのような関係を「保証された関係」
と受け止め，それを承認しないイングリットがとらえどころのない存在と
思えてくる．新しい関係を模索するイングリットが様々な葛藤を引き起こ
すのは当然と言える．「彼女は恋愛関係の因習を重視しない．」，とプリュー
ファーが指摘するように，イングリットは徹底して新しいクイプの女性と
して描かれている．イングリットを通じて新しい女性像を作り上げようと
している作者の意図は明白で，それは物語の中でもグラムボーが， 「俺は
カミさんとうまくいってる．•…••だがおまえたち二人は，俺にとっては全
く新しい関係を見る思いだったのさ．とりわけあの娘はね．」（S.79)とト
ーマスに語る設定になっている．イングリットの存在が新しい男女関係を
生み出す可能性を持ち得るものだということを，作者はここで示そうとし
ているのである．
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男女関係におけるイングリットの新しさは，モラルの面でも彼女を新し
いものにしている．彼女は両親が愛情をとっくに失っているのに，依然と
して夫婦であり続けるのは不潔で， 「いやらしい考え」 (S.24)だと断言
する．両親の葛藤は不燃焼のままで，突破口を開こうとして父は暴力を振
るい，母は軽蔑を深める．「子はかすがい」と信じて，形骸化した家庭を
放棄できない両親と，「子をかすがいにしようとはしなかった」イングリ
ットの間には，結婚というもののとらえ方に大きな差異のあるのが分か
る．イングリットのモラルは，本来古い結婚観を抱いていたはずのホラン
ダーをも巻き込んで， ミッケ夫人をして「一種の挑発」 (S.131)と思わ
しめる．校長と新任の女教師が生活を共にし，しかも妊娠するという設定
は，当時極めて衝撃的な受け正められ方をしたに違いない．それが『やっ
かいな恋』の反響の一因でもあろう．また，このような女性の生き方が，
多くはないが注目に値する社会現象として，出現し姶めていたとも考えら
れる．まだ世のモラルは古いままではあったが，そんな中から大きな転換
のきざしが見え始めていた時代だったのである．
ミッケ夫人は物語の中では古いモラルの持ち主であり，古いクイプの家
庭婦人としても描かれている．夫の留守を守るという将校の妻としての使
命を頑強に信じ，夫の身の回りをこまごま面倒を見るミッケ夫人は，社会
主義的色付けをされてはいるものの，全く旧来のモラルをぬぐい得ず，ィ
ングリットに極めて感情的な拒絶反応を示す．そしてそれは，イングリッ
トに対する「売女 1」(S.125)というののしりに集約されている．
社会の変革が扱われるとき，弱者には意識の目覚めが求められる．その
意味で従来の男女関係に違和感を感じ，因習から解放されたいと願うの
は，女性であって当然である．古いモラルを打ち破る新しいクイプの主人
公を設定するに当たって，ゲルリヒが女性を主人公に選ばざるを得なかっ
たのはこの点にある．
『やっかいな恋』はいわゆる「壁」以降の DDRが確実に社会主義建設
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を進めてゆく時代の作品である．社会主義社会はもう当然のものとして受
け入れられ，この社会を建設してゆくことに登場人物は何ら疑いを抱いて
いない．登場人物をめぐる様様な葛藤は，すべてこの社会の建設にかかわ
るものであり，葛藤を解消するために，非妥協的な世界の二者択ーを迫ら
れることもない．この物語では主人公がそれぞれ深い傷を負っているの
に，非常に明る＜解放的な印象が残るが，これはあらかじめ選択された世
界内部での若者の成長が扱われているためと言い得るだろう．
当初は実習生としてやって来たイングリットが，校長との恋愛という不
利な条件にもめげず，今度は正式の教師として着任し，ホランダーの去っ
た後までも責任を持ちながら，この地に留まる決心をするところは，彼女
の定着のあり方が決して中途半端ではなく，この学校を変えてゆくエネル
ギーを含んだものであることを意味している．ただ無意識に行動している
感のあったイングリットであるが，お腹に子を抱え，それでもなおホラン
ダーの援助を拒んで自立してゆく．彼女があえて困難な道を選んだところ
にこそ，彼女の下ろす根の深さを感じることができる．そして「過去を持
たない」イングリットの存在は，それ自体が当時の若者像を表現している
と思われるが，そうした「根のない」存在の彼女にホランダーの欺睛性を
見抜かせ，彼と決別させ，自己の確立を果たさせたゲルリヒは，若い世代
のエネルギーに限りない期待を寄せ，彼らが自ら成長してゆく姿を，暖か
く見守っているものと思われる．
注
1 ギュンター ・ゲルリヒの作品を次に年代順に並べる．
Der Schwarze Peter (1958, Jugendbuch) 
Die Ehrgeizigen (1959, Erzahlung) 『やっかいな恋J 温井信正•竹添敦子訳
1984年三修社
Das Liebste und das Sterben (1963, Roman) 
Unbequeme Liebe (1965, Erzahlung) 
Der Fremde aus der AlbertstraEe (1966, Kinderbuch) 
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Die junge Generation und ihre Konflikte 
in Günter Görlichs Unbequeme Liebe 
Atsuko Takezoe 
Unbequeme Liebe ist die vierte Prosa von Günter Görlich, der 
als Jugendschriftsteller in der DDR bekannt ist. Das Thema 
seiner früheren Werke ist meistens der Antifaschismus, aber in 
dieser Erzählung tritt dieses Thema in den Hintergrund zurück. 
In seiner Erzählung Unbequeme Liebe beschreibt er den Aufbau 
der entwickelten sozialistischen Gesellschaft in der DDR in den 
sechziger Jahren. 
Man findet zwei Handlungen in der Erzählung Unbequeme 
Liebe. Am Anfang dieser Erzählung trennt sich das Liebespaar 
und jeder beginnt seinen Weg zu geheh. Ingrid, die Heldin, die 
Studentin und später Lehrerin ist, verliebt sich in Horlander, der 
ein intelligenter Schuldirektor ist. Anderseits muß Thomas, ihr 
früherer Geliebter, sein Liebesleid überwinden. Im Rahmen des 
Prozesses seiner Überwindung wird Ingrids neue Liebe dargestellt. 
In der Erzählung Unbequeme Liebe gibt es zwei Generationen ; 
die erste ist die von Ingrid und Thomas, die etwa zweiundzwan-
zig Jahre alt sind, und die andere ist die von Horlander, Frau 
Micke und Grambow, die ungefähr zehn Jahre älter sind. Der 
Austausch und der Konflikt zwischen den zwei Generationen ist 
das große Thema dieser Erzählung. Damit fällt der Konflikt 
zwischen Mann und Frau oder der moralische Konflikt zusammen, 
so daß er immer ernster und immer komplizierter wird. In vielen 
Werken Görlichs kann man die Jugendlieben finden, die sich 
unter dem Einfluß des Veteranen gut entwickeln. Auch in dieser 
Erzählung entwickelt sich Thomas unter der Führung von 
Grambow. Dagegen stehen Horlander und Frau Micke Ingrid 
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feindlich gegenüber. Ohne besonderes gesellschaftliches und 
politisches Interesse zu haben, entdeckt Ingrid instinktiv etwas 
Privilegiertes. Daher muß sie mit der dogmatischen Frau Micke 
auf dem Schulmilieu streiten, dessen Atmosphäre sehr privile-
giert ist. Diese Schule, die neben dem Regiment liegt, symbolisiert 
eine Autorität, die Horlander und Frau Micke nicht ignorieren 
können, in deren Worten und Taten noch der letzte Hauch des 
Stalinismus zu spüren ist. Görlich läßt die Jungen, die nicht an 
der Vergangenheit hängen, weil sie ohne den Zweifel an dem 
Sozialismus gewachsen sind, den Stalinismus überwinden. Sie 
bringen die schwere Aufgabe mit Leichtigkeit fertig. 
Es ist auch bemerkenswert, daß Ingrid das Heiraten- und 
Familiensystem außer acht läßt. Ingrid zweifelt an diesem bishe-
rigen System und deswegen steht sie im Gegensatz sowohl zu 
Horlander als auch zu Thomas, denn sie sind immer noch kon-
servativ in der Liebesbeziehung. Frau Micke, die hier auch als 
typische deutsche häusliche Frau geschildert wird, kann nicht 
Ingrids unmoralisches Leben mit Horlander erlauben. 
Am Ende dieser Erzählung entschließt sich Ingrid in dieser 
Schule zu bleiben und sein Kind zu haben, obwohl Horlander die 
Schule verläßt, und sie lehnt seine Hilfe ab. Anderseits hat 
Thomas einen Unfall und verliert seine linke Hand. Görlich läßt 
die jungen Helden psychisch und physisch leiden. In Unbequeme 
Liebe wählen sie selbst das Leid und dadurch entwickeln sie sich 
und wurzeln in der Gesellschaft. Görlich tat es mit dem Erfolg, 
indem er die junge Generation schildert und in sie seine Erwar-
tungen setzt. 
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